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初期仏教における生天の根拠付け

石 上 和 敬

1)問 題 の所 在

初期仏教聖典において,「善行を積んで,死 後,天 界に生まれる」 とい うい わ

ゆる生天思想は在家者への教説の中心をなす ものである。 この生天が説かれる場

合問題 となるのは,生 天は基本的に死後の事柄であ り,生 きている人間にとって

は超経験的な出来事である点である。つま り,生 天を説 く者は,人 間にとって超

経験 的な生天を,何 らかの方便を用いて対告者に納得させなくてはならないので

ある。本発表では,ニ カーヤの中でその点に対する説法者並びに経典編者の努力

の跡を辿ってみることにする。

尚,最 初に断ってお くべきは,ニ カーヤにおいて生天に言及する場合,生 天の

根拠にまでは逐一言及されていないのが普通であ り,以 下に紹介す る如 き根拠付

けにまで言及する事例は例外的な,少 数の事例であるとい うことである。

見通 しを良 くするために概略を先に述べるならば,本 発表では生天を根拠付け

る方策を4つ にまとめてみた。第一一には天眼(dibbacakkhu)に よる確認 を根拠

付けにするもの。第二には既に生天 した者達による告知。第三には天界に住む者

達 と共通の資質を備えることを根拠 とするもの。そして第四には,比 喩による根

拠付けである。以下各々若干の事例を紹介 してゆく。尚,テ キス トはPTS版 を

用いる。

2)天 眼 に よる根 拠付 け

さて,説 法者が生天を確認す ることができるとい う立場に立つ時,最 も有力な

根拠 として言及され るのは,天 眼(dibbacakkhu)で あろ う。すなわち,説 法者で

ある仏陀や仏弟子達は天眼を備えているが故に衆生の生まれ変わ り死に変わ りす

る一部始終を見ることがで きるとい うわけ で あ る。 この天眼はatikkantaman-

usakaと 形容される如 く,一 般の人間の能力を超越 したものであるので,説 法者

が天眼を根拠 とする以上,対 告者は説法者の所説に従わざるを得なかったのであ
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ろ う。 い くつ か の事 例 を 見 てみ よ う。

MajjhimanikayaのBhayabhEravasuttaで は 三 明(tissovilja)め 第2,生 死

智(cutupapatanana)の 説 明 中 に,天 眼 に よ って 衆 生 の生 まれ 変 わ りを 見 る こ とが

で き る とい う内容 が 見 られ る。 こ こは,仏 陀 が成 道 ま で の 自 らの 修 行 課 程 を 述 懐

す る とい う設 定 で,四 禅 を修 め,そ の後 に三 明 が 獲i得され る とい う文 脈 で あ る。

 so dibbena cakkhuna visuddhena atikkantamanusakena satte passami cavamane 

upapa j jama.ne, hine panite suvanne dubbanne sugate duggate, yathakamupage satte 

pa janam i. - (MN 1, 22230-32)

そ こで,私 は清浄で超人間的 な天眼 に よって衆生達 が死に変わ り生 まれ変わ りつ つ あ

るのを見 る。衆生達 にはその行為 に従 って,卑 しい もの と優れた もの,麗 しい も の と醜

い もの,善 処 に赴 くものと悪処 に赴 くものがあるのを知 る。

引 用 部 分 に引 き続 い て,衆 生 達 は善 行 に よ り天 界 に 生 まれ,悪 行 に よ り地 獄 に

生 まれ た,と 天 眼 に よっ て 見 られ た 内容 が 詳 述 され る。 次 に掲 げ る事 例 は 三 明 と

は 関連 しな い 部 分 で あ るが や は り天 眼 に よっ て生 天 が 確認 され る と 言 わ れ る。

MajjhimanikayaのMahakammavibhan.gasuttaの 事 例 で あ る。

 idh' ananda ekacco samano va brahmano va•••tatharupam cetosama-dhim phusati. 

yatha samahite citte dibbena cakkhuna visuddhena atikkantamanusakena amum 

puggalam passati idha panatipata pativiratam...sammaditthim kayassa bheda 

parammarana passati sugatim saggam lokam upapannam. (MN 3, 211, 15-21)

アーナンダよ,こ こに,あ る沙門或いはバラモンは,… …次のような心の三昧を獲得

する。すなわち,そ のように心を定めると,清 浄で超人間的な天眼によって,あ る人が,

この世で殺生を離れ,… …(十善)… …正見を備え,命 が尽きて善処である天界に生まれ

たのを見ることができる,そ のような定である。

以上が天眼によって生天を含む衆生の生まれ変わ りを確認できるとされる事例

の代表的なものである。

2)生 天者 に よる告 知

ニカーヤでは,天 界から天人達が地上に降 りてきて,ど のような条件を満たし

た人が生天できるのかを語っている事例が しば しば見られ る。天人達が降下す る

とい う設定がいかなる歴史的事実を反映 しているのかとい う議論はここでは措 く

けれども,実 際に生天を経験 した者が生天について語 るとい う設定であるから,

根拠付けとい う面からのみ判断すれば聞くものに納得のい く内容であったであろ

う「)。
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3)天 人 と 共 通 の 特 性 を 持 つ こ と に よ る 根 拠 付 け

DighanikayaのTevijjasuttaに お い て,仏 陀 がVase焚haバ ラモ ンに対 して

「梵 天 達 の仲 間 に な る ため の道 」(brahmanamsahavyatayamagga)を 説 い て い る 。

四梵 住(brahmavihara)等 の梵 天 達 の仲 間 に な るた め の道 を 説 い た 後,梵 天 と比

丘 とが 共 通 の特 性 を備}る こ とに よ り,死 後 に 共 に住 す る こ とが で き る と説 い て

い る。 肝 要 な部 分 のみ 示 す 。

 iti kira vasettha apariggaho bhikkhu apariggaho brah:ma, api nu kho apariggahassa 

bhikkhuno apariggahena brahmuna saddhim samsandati sametiti, 

evam bho gotama. 

sadhu vasettha. so vata vasettha apariggaho bhikkhu kdyassa bheda parammarana 

apariggahassa brahmuno sahavyupago bhavissatiti, thanam etarh vijjati. (DN1, 

252,1-7)

バーセッタよ,こ のように比丘は執着がなく,梵天も執着がない。執着のない比丘が

執着のない梵天と一緒に出会って,合 い集うことはありえるだろうか。

ゴータマよ,あ り得ます。

よろしい,バ ーセッタよ,バ ーセッタよ,実 に,そ の執着のない比丘は命が尽きて執

着のない梵天の仲間に生まれる,と いうこのようなことは道理がある。

このように,四 梵住を修めた比丘 は 「執着がない(apariggaha)」 等の点で梵天

と共通の資質を備えることにより,死 後に梵天の仲間に生まれることができる,

と説かれる。つま り,天 人 と共通の資質を備えることが,生 天の根拠 とされてい

るわけである。ニカーヤにおいては,布 施や持戒等の善行を行じる等の特定の条

件を満たせば生天できる,と い う表現は頻繁に見られ るけれ ども,そ の場合 に

も,何 故その条件を満たせば生天できるのか,と い う根拠が示 されていることは

少ない。上掲の事例はその根拠,す なわち,天 人 と共通の資質を備えることにな

るが故に,と い う根拠が明示されている点で貴重な事例である。

4)比 喩 に よる根 拠 付 け

最後に,生 天やそれを確認する天眼の存在を比喩を用いて説明しようとしてい

る事例を紹介す る。

DighanikayaのPayasisuttantaは 外道に帰依していた王族パーヤーシと仏教

出家者のクマラ迦葉の対論を中心に構成されている。パーヤーシは 「別の世界が
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な く,衆 生 達 の生 まれ 変 わ りが な く,善 悪 の 行 為 の 果 報 で あ る 異 熟 が な い 。」

(n'atthiparalokon'atthisattaopapatikan'atthisukata-dukkatanamkammanam

phalamvipako.)と い う主 張,言 い 換 えれ ば,生 天 な どは あ りえ な い とい う主 張 を

持 っ て い た が,そ れ を クマ ー ラ迦葉 が 論 破 す る とい う展 開 で あ る。 概 略 以 下 の よ

うな 内容 で あ る。(DN2,322,35-326,4を 要約)

パ ー ヤ ー シは 言 う。「仏 教 者 は十 善 を行 じれ ば 死後 に 生 天 す る と主 張 す る が,

ひ とた び 天 界 に 生 まれ た 者 が こ の世 に帰 って き て天 界 に生 ま れ た こ とを 報 告 した

り,使 者 を こ の世 に 遣 わ せ た りす る こ とが な い で は な い か 。 故 に,別 の世 界 や,

生 まれ 変 わ りな どは な い の で あ る 。」 クマ ー ラ迦 葉 は そ れ を 論 破 す る ため に比 喩

を 示 す 。「屋 外 便 所(guthakupa)に 落 ち た 人 を 助 け 揚 げ て,綺 麗 に し,種hに 楽

しませ た とす る。 そ の人 は再 び 屋 外 便 所 に落 ち よ う とす るで あ ろ う か 。」 パ ー ヤ

ー シは答 え る
。 「そ うい うこ とは な い 。」 ク`7一一一ラ迦 葉 は言 う。「天 界 に 比 べ る と,

人 間 界 は屋 外 便 所 の よ うに非 常 に 汚 い 場 所 で あ る。 した が っ て,一 度 天 界 に生 ま

れ た 者 が,再 び 汚 れ た人 間界 に戻 ろ うとは しな い ので あ る 。」

この比 喩 は 「別 の世 界 が な く,云 々」 の説 を 否 定 す る と に よ り,「 別 の 世界 あ

り,云 々」 の説 を 間接 的 に認 め させ よ う と して い る もの で あ る。 そ の こ とは 同 時

に,善 行 に よっ て生 天 す る こ とを も認 め させ る こ とに な っ て い る。

さて,こ の よ うな比 喩 が 外 道 の パ ー ヤ ー シを納 得 させ るの に十 分 で あ った こ と

は,彼 が,「私 は迦 葉 尊 者 の(示 した)第 一 の比 喩 だ け で満 足 し納 得 した 。」(purimen'

evahamopammenabhotokassapassaattamanoabhiraddho.)と 言 うこ とよ り明 らか

で あ る2)。

次 に示 す 事 例 は,生 天 を確 認 す る に は 不 可 欠 で あ る天 眼 の 存 在 を 比 喩 を 用 い て

理 解 させ よ う とす る も の で あ る。 や は りPayasisuttantaの 事 例 で あ る。 少 々長

い が 関 連 部 分 を要 約 す る 。(DN2,326,12-329,26を 要約)

パ ー ヤ ー シは 言 う。 「五 戒 を 守 って い る死 期 の 迫 った 知 人 に 対 し て,仏 教 者 の

主 張 す る よ うに五 戒 を 守 れ ば死 後 切 利 天 界 に 生 まれ る とい うこ とが 真 実 か 否 か を

報 告 し て くれ る よ うに 頼 ん だ。 そ の 人 は 死 ん だ け れ ど も,そ の 人 か らの 報 告 は 未

だ に受 け て い な い。 故 に,「 別 の世 界 は な く,云 々」 で あ る 。」 ク マ ー ラ迦 葉 は 言

う。 「切 利 天 界 の 一 昼 夜 は 人 間 界 の百 年 に相 当 す る。 生 天 した 者 が 切 利 天 界 で 二

三 昼 夜 ゆ っ く りす る だ け で,そ の生 天 した者 が 人 間 界 に戻 って くる 時 期 は 大 変 に

遅 くな る。 あ な たは そ れ ら の報 告 を 受 け る こ とが で きる で あ ろ う か 。」 パ ーヤ ー

シは そ れ に対 し て,そ の事 を逆 手 に と って,な らば逆 に切 利天 界 が あ る な ど と告
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げる人もいないではないか,と 反論する。それに対して,ク マーラ迦葉は直接的

にはそれに答えずに,切 利天界がない等と言 うのは生来の盲人(jaccandha)が 色

彩の違いなどは存在 しないというのと同じである。別の世界はこの肉眼では見ら

れないのである。天眼によってのみ切利天界や衆生の生まれ変わ りを知ることが

できるのである。

ここでは,肉 眼 と天眼の関係は,あ たかも盲人 と正常な人の如 くであるとされ

る3)。

5)ま とめ

以上,生 天を根拠付けるための説法者,並 びに経典編者の努力の跡を辿ってみ

た。要点をまとめれば,ま ず,生 天を根拠付けるためには天眼が非常に重要な役

割を担 っていた。

また,実 際に天人達が地上に降 りてくるとい う設定,ま た,梵 天達 と共通の資

質を備えることが生天の根拠 とされている事例 も見られた。更に,生 天が超経験

的な事柄である故,比 喩による説明もある程度説得力があったようである。

1)如 上 の内容 は以下の諸 経 に 見 ら れ る。 Samyuttanikaya の sagatha-vagga 中 の

devatasamyutta, vana-samyutta, Dighanikaya ‚Ì Mahagovinda, Mahasamaya,

Sakkapanha, Anguttaranikaya の9.19.等 。

2)但 し,こ こで言 う第一 の比 喩 とは本論 で引用 した比喩 ではな く,そ の前に示 された

比喩 のこ とを指す のであるが,こ こに示 した比喩の内容 について も納得 した こ とは前

後の文脈 よ り明らかである。

3)ま た, Majjhimanikaya の Mahasihanada で も天眼 が比喩 を もって説かれてい る。

(MN 1-18)

〈キ ー ワ ー ド〉 生 天,ニ カ ー ヤ,天 眼

(東京大学大学 院)
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